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▶今月の特集は脳機能イメージングがテーマです。脳血管障害，脳腫瘍，
認知症，精神疾患に分けて書かれ，脳機能イメージングの先端的な内容
が紹介されており，この領域を専門とされない方にとってもわかりやすい記
述となっています。是非ご一読いただければと思います。
▶脳機能イメージングのなかで最近話題になっているのが何と言ってもア
ミロイド PET です。エーザイは 2022 年 9 月28 日のプレスリリースにお
いて，バイオジェン社と共同で開発を行ってきたアルツハイマー型認知症
の疾患修飾薬であるレカネマブが脳内アミロイドベータの蓄積を減少させ，
臨床症状の悪化を有意に抑制することが判明し，FDAの迅速審査に付さ
れる旨の発表を行いました。順調に進むと2023 年のはじめに FDAで承
認が得られ，同年中には欧州と日本でも承認されるのではと期待されてい
ます。アルツハイマー型認知症の治療薬としてはこれまで疾患の進行を抑
える薬剤しかありませんでしたが，根本原因の治療薬となると，疾患の罹患
頻度が高く，介護などの社会的な損失が膨大であることも併せ，社会的に
も大変インパクトのある新薬です。この薬剤を使用する際にアミロイドの沈
着を評価するモダリティとして PET がここに来て俄然注目されています。
血液検査により評価されるバイオマーカーとの使い分けなど検討課題は残
されていますが，承認されれば PET の検査数が大きく増加することが予想
されます。
▶脳以外の領域でも注目されている有望なPET製剤があります｡ 腫瘍領
域では前立腺癌の診断に用いられるPSMA，ポストFDGとも目されてい
るさまざまな腫瘍に集積するFAPI があり，これらの製剤は核医学治療へ
の使用も視野に入っています。心臓領域では画質と定量性の双方にお
いて優れるF—18 標識の心筋血流製剤 flurpiridaz の治験が進行してい
ます。これまで約 20 年の間，FDG のみが使用されてきた一般病院の
PET 診療は向こう数年で大きく変わるのではと期待しています。
� 橋本　順
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